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(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 11,503 14.5 894 62.8 1,023 48.8 738 49.4

2026年３月期第１四半期 10,046 0.8 549 71.1 687 49.1 493 57.0
(注)包括利益 2027年３月期第１四半期 1,026百万円( －％) 2026年３月期第１四半期 △517百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 28.86 －

2026年３月期第１四半期 19.22 －

(注)当社は、2026年１月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。これに伴い、前
連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 48,534 41,612 84.6

2026年３月期 48,134 41,059 84.2
(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 41,080百万円 2026年３月期 40,530百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 37.00 － 18.50 －

2027年３月期 －

2027年３月期(予想) 22.50 － 22.50 45.00
(注１)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注２)当社は、2026年１月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。
2026年３月期第２四半期末の１株当たり中間配当金につきましては、当該株式分割前の実際の配当金を記載し、
年間配当金合計は「―」と記載しております。当該株式分割を考慮しない場合の2026年３月期の１株当たり期末
配当金は37円00銭となり、１株当たり年間配当金は74円00銭となります。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 5.1 2,550 5.1 3,000 1.1 2,100 0.7 82.11
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 25,781,920株 2026年３月期 25,781,920株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 205,055株 2026年３月期 205,011株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 25,576,886株 2026年３月期１Ｑ 25,704,305株

(注)当社は、2026年１月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。これに伴い、前
連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式
数を算定しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、全体として底堅く推移したものの、イラン情勢の混迷が原油及

び原油由来製品の高騰やサプライチェーンの混乱をもたらし、物価上昇による景気減速懸念が世界経済の行方に更

なる不透明感をもたらしています。

当社グループの事業分野であります自動車業界におきましては、中国での地場メーカーを含む競争激化、アセア

ン地域での内需不振の継続に加え、一部乗用車メーカーの中東向け生産の減産の影響があったものの、日本での生

産回復・増産により、日系自動車メーカーのグローバル生産台数は前年同期比微増となりました。

このような環境下、当社グループは「中期経営計画～Mission2025＋２～」（６年間）の５年目を展開し、引続き

四つの基本機能である開発機能、製造機能、調達機能、グローバル機能の一層の強化による「経済的価値の追求」

と、環境・社会・ガバナンスの分野において「社会的価値の創造」に資する施策を推進すると共に、資本コストを

意識した効率的な経営の実現に向け取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は、アセアン、中国での主要得意先の減産継続等の影響はあ

りましたが、国内での生産回復と各地域での新規受注品の売上寄与により、11,503百万円(前年同期比14.5％増)と

なりました。連結営業利益については、引続き仕入価格の上昇等の影響はあったものの、売上増加、価格改定や製

造部門での生産性向上による売上総利益率の改善により、894百万円(同62.8％増)、経常利益は1,023百万円(同48.8

％増)となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、738百万円(同49.4％増)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。(セグメント売上高は、外部顧客に対するものであり、セ

グメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。)

〔日本〕

主要得意先自動車メーカーの生産回復と新規受注品の売上寄与により、売上高は5,289百万円（前年同期比

15.0％増）となりました。セグメント利益は、従業員の処遇改善等による人件費の増加、各種物件費の増加はあ

りましたが、売上の増加及び売上総利益率の改善により、229百万円（同94.6％増）となりました。

〔米州〕

新規受注品の売上寄与等により、売上高は4,413百万円（前年同期比19.2％増）となりました。セグメント利

益は、増収影響により、406百万円（前年同期比83.7％増）となりました。

〔アセアン〕

主要得意先自動車メーカーの減産の影響はあったものの、新規受注品の売上寄与や為替換算の影響により、売

上高は869百万円（前年同期比6.3％増）となりました。セグメント利益は、原価改善と製造部門での生産性向上

等により、156百万円（前年同期比31.1％増）となりました。

〔中国〕

現地メーカー間の販売競争が激化する中で得意先日系自動車メーカーの生産減少が続いており、売上高は426

百万円（前年同期比21.1％減）となりました。セグメント損失は、減収影響により、14百万円（前年同期はセグ

メント損失12百万円）となりました。

〔欧州〕

主要得意先自動車メーカーの減産の影響はあったものの、新規受注品の売上寄与により、売上高は504百万円

（前年同期比31.2％増）となりました。セグメント利益は、増収影響により、77百万円（前年同期比47.8％増）

となりました。

〔台湾〕

台灣大橋精密股份有限公司は、グループ間取引のみのため、外部顧客への売上高はありません。

グループ会社向けの輸出が増加し、セグメント利益は13百万円（前年同期比259.1％増）となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末比400百万円増加し、48,534百万円となり

ました。これは主として、受取手形、売掛金及び契約資産、商品及び製品の減少がありましたが、原材料及び貯蔵

品、有形固定資産が増加したことによるものであります。

負債の残高は、前連結会計年度末比152百万円減少し、6,922百万円となりました。これは主として、支払手形及

び買掛金の増加がありましたが、未払法人税等が減少したことによるものであります。

純資産の残高は、前連結会計年度末比552百万円増加し、41,612百万円となりました。これは主として、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上や為替換算調整勘定の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月12日の「2026年３月期決算短信」で公表いたしました

連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,603,504 22,652,433

受取手形、売掛金及び契約資産 5,944,760 5,729,737

商品及び製品 6,114,939 6,014,744

仕掛品 841,545 877,352

原材料及び貯蔵品 1,239,778 1,310,900

その他 509,065 470,222

貸倒引当金 △12,758 △14,337

流動資産合計 37,240,834 37,041,054

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,394,104 6,556,437

減価償却累計額 △3,955,526 △4,017,897

建物及び構築物（純額） 2,438,577 2,538,539

機械装置及び運搬具 12,631,055 13,021,637

減価償却累計額 △10,156,889 △10,322,807

機械装置及び運搬具（純額） 2,474,166 2,698,829

工具、器具及び備品 4,279,390 4,422,243

減価償却累計額 △3,951,050 △3,984,044

工具、器具及び備品（純額） 328,339 438,198

土地 1,501,575 1,491,000

建設仮勘定 1,108,321 1,344,287

有形固定資産合計 7,850,979 8,510,856

無形固定資産

ソフトウエア 59,870 56,292

その他 57,295 58,573

無形固定資産合計 117,166 114,865

投資その他の資産

投資有価証券 2,461,960 2,424,570

繰延税金資産 71,082 46,399

その他 429,335 433,232

貸倒引当金 △37,000 △36,095

投資その他の資産合計 2,925,378 2,868,105

固定資産合計 10,893,524 11,493,827

資産合計 48,134,358 48,534,881
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,447,509 3,575,226

電子記録債務 444,213 453,143

未払法人税等 513,169 218,716

賞与引当金 244,938 162,285

役員賞与引当金 49,100 8,450

その他 1,199,956 1,375,230

流動負債合計 5,898,887 5,793,052

固定負債

繰延税金負債 183,910 173,538

退職給付に係る負債 667,306 668,561

その他 324,936 287,717

固定負債合計 1,176,153 1,129,816

負債合計 7,075,040 6,922,868

純資産の部

株主資本

資本金 1,825,671 1,825,671

資本剰余金 1,611,240 1,611,240

利益剰余金 28,910,069 29,174,290

自己株式 △187,347 △187,408

株主資本合計 32,159,633 32,423,793

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 759,589 704,999

為替換算調整勘定 7,578,359 7,920,962

退職給付に係る調整累計額 33,029 31,126

その他の包括利益累計額合計 8,370,979 8,657,088

非支配株主持分 528,704 531,130

純資産合計 41,059,317 41,612,012

負債純資産合計 48,134,358 48,534,881
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 10,046,829 11,503,612

売上原価 7,873,131 8,866,701

売上総利益 2,173,697 2,636,911

販売費及び一般管理費 1,624,389 1,742,466

営業利益 549,307 894,444

営業外収益

受取利息 64,048 41,427

受取配当金 34,788 25,620

持分法による投資利益 9,815 28,416

為替差益 － 4,475

作業くず売却益 16,069 22,402

補助金収入 26,771 －

その他 7,197 7,822

営業外収益合計 158,690 130,164

営業外費用

支払利息 1,864 1,536

為替差損 17,659 －

貸倒引当金繰入額 72 －

その他 895 47

営業外費用合計 20,491 1,583

経常利益 687,506 1,023,025

特別利益

固定資産売却益 539 726

特別利益合計 539 726

特別損失

固定資産売却損 － 430

固定資産除却損 237 0

在外子会社資金流出事案に伴う損失 1,549 －

特別損失合計 1,787 430

税金等調整前四半期純利益 686,259 1,023,320

法人税、住民税及び事業税 167,349 256,632

法人税等調整額 27,423 27,661

法人税等合計 194,773 284,293

四半期純利益 491,485 739,027

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2,437 1,005

親会社株主に帰属する四半期純利益 493,922 738,021
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 491,485 739,027

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 267,351 △43,876

為替換算調整勘定 △1,275,784 344,022

退職給付に係る調整額 △2,208 △1,903

持分法適用会社に対する持分相当額 1,310 △10,712

その他の包括利益合計 △1,009,330 287,530

四半期包括利益 △517,844 1,026,557

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △492,372 1,024,131

非支配株主に係る四半期包括利益 △25,472 2,425
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの記載順序を変更しております。これに伴い、前第１四半期連

結累計期間の報告セグメントの記載順序を同様に変更しております。

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
日本 米州 アセアン 中国 欧州 台湾 計

売上高

外部顧客への

売上高
4,600,800 3,703,435 818,045 539,776 384,770 － 10,046,829 － 10,046,829

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

475,104 － 32,032 24,880 － 217,707 749,723 △749,723 －

計 5,075,904 3,703,435 850,078 564,656 384,770 217,707 10,796,553 △749,723 10,046,829

セグメント利益又は損

失（△）
117,981 221,273 119,375 △12,523 52,114 3,651 501,874 47,433 549,307

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額47,433千円には、セグメント間取引消去333千円、棚卸資産の調整

額47,099千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
日本 米州 アセアン 中国 欧州 台湾 計

売上高

外部顧客への

売上高
5,289,433 4,413,729 869,493 426,117 504,839 － 11,503,612 － 11,503,612

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

528,055 1,206 22,737 22,251 － 346,335 920,585 △920,585 －

計 5,817,488 4,414,935 892,230 448,368 504,839 346,335 12,424,198 △920,585 11,503,612

セグメント利益又は損

失（△）
229,571 406,505 156,514 △14,762 77,010 13,112 867,951 26,493 894,444

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額26,493千円には、セグメント間取引消去130千円、棚卸資産の調整

額26,362千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 250,600千円 230,876千円

（重要な後発事象の注記）

(譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分)

当社は、2026年７月９日開催の取締役会において、下記のとおり、譲渡制限付株式報酬として自己株式処分（以

下、「処分」といいます。）を行うことについて決議しております。

１．処分の概要

（１）処分期日 2026年８月７日

（２）処分する株式の種類及び数 当社普通株式 15,570株

（３）処分価額 １株につき1,132円

（４）処分総額 17,625,240円

（５）処分先及びその人数並びに
処分株式の数

当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く）
３名 10,794株

当社の取締役を兼務しない執行役員 ４名 3,884株
当社の参与 １名 892株

２．処分の目的及び理由

当社は、2026年５月12日開催の取締役会において、当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除

く。以下「対象取締役」といいます）、取締役を兼務しない執行役員及び参与（以下「対象取締役等」と総称しま

す）に対する当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆様との一層の価値

共有を進めることを目的に、対象取締役等を対象とする新たな報酬制度として、譲渡制限付株式報酬制度（以下

「本制度」といいます）を導入することを決議しました。

また、2026年６月24日開催の第74期定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式取得の出資財産と

するための報酬として、対象取締役に対して、年額50百万円以内の金銭債権を支給し、年50,000株以内の当社の普

通株式を発行又は処分すること及び譲渡制限付株式の譲渡制限期間は、当社と対象取締役との間で締結される譲渡

制限付株式割当契約により当社普通株式の割当てを受けた日より、当社又は当社子会社の役職員の地位のうち当社

の取締役会が予め定める地位を退任又は退職した直後の時点までの間とすること等につき、ご承認をいただいてお

ります。

本自己株式処分は当該制度に基づくものです。
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(連結子会社の清算)

当社は、2026年７月24日開催の取締役会において、連結子会社である大橋精密件（上海）有限公司（以下大橋精

密件（上海））を清算することについて決議しております。

１．清算の理由

当社は、広州地区を中心に製販一体による経営の効率化を図ることを目的に、広州市に本公司を置く大橋汽車配

件（広州）有限公司を設立し、大橋精密件（上海）から事業譲渡を進めてきました。

今般、全ての業務の譲渡が完了したことから、清算することといたしました。

２．清算する子会社の概要

（１）名 称 大橋精密件（上海）有限公司

（２）所在地 中国（上海）自由貿易試験区富特北路231号第四層B16

（３）代表者の役職・氏名 董事長 総経理 寺井 誠

（４）事業内容 自動車部品の仕入・販売、輸出入業務

（５）資本金 US＄4百万

（６）設立年月日 2003年9月30日

（７）大株主及び持株比率 当社100％

３．清算の日程

大橋汽車配件（広州）有限公司へ全ての業務の譲渡が完了しており、関連当局の承認など、必要な手続きが完了

次第、清算する予定です。

４．清算による損益への影響

2027年３月期の連結業績に与える影響は、軽微となる見込みであります。今後、清算手続きを進める過程で公表

すべき事項が発生した場合は、速やかに開示いたします。
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(株式給付信託（J-ESOP）の導入に伴う自己株式の処分)

当社は、2026年５月12日付で公表した「株式給付信託（J-ESOP）」（以下「本制度」といいます。）の導入に伴

い、2026年８月６日開催の取締役会において、下記のとおり、自己株式の処分（以下「本自己株式処分」といいま

す。）を行うことについて決議いたしました。

１．処分の概要

（１）処分期日 2026年８月21日

（２）処分する株式の種類及び数 普通株式100,000株

（３）処分価額 １株につき金1,129円

（４）処分総額 112,900,000円

（５）処分予定先 株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）

（６）その他 本自己株式処分については、金融商品取引法による臨時報告書を提出

いたします。

２．処分の目的及び理由

当社は、2026年５月12日付で本制度の導入を公表いたしました。（本制度の概要につきましては、2026年５月12

日付「株式給付信託（J-ESOP）の導入に関するお知らせ」をご参照ください。）

本自己株式処分は、本制度の運営に当たって当社株式の保有及び処分を行うため、本信託契約に基づいて設定さ

れる信託の信託受託者から再信託を受ける再信託受託者である株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）に対し、

自己株式を処分するものであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年８月６日

株式会社オーハシテクニカ

取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 根 津 美 香

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 松 原 充 哉

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社オーハシテクニカの２０２６年４月１日か

ら２０２７年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２６年４月１日から２０２６年６月３０

日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２６年４月１日から２０２６年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビ

ューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成され

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る

我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定

める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬

による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務

諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条

第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該

事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠

して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、

又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定

付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項

が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


